
町
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
登
録
の
お
願
い 

今
年
の
定
期
総
会
で
会
長
か
ら
提
案
し
ま
し
た
が
、
現
在
、
杉

並
区
内
の
何
処
の
町
会
・
自
治
会
で
も
役
員
の
高
齢
化
問
題
に
悩

ん
で
い
ま
す
。
当
町
会
に
お
い
て
も
、
毎
年
確
実
に
高
齢
化
が
進

ん
で
対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
、
役
員

の
サ
ポ
ー
ト
役
を
引
き
受
け
て
頂
け
る
方
に
お
願
い
し
登
録
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

役
員
の
役
割
と
し
て
、
全
般
・
地
域
・
環
境
衛
生
・
会
計
・
広

報
・
総
務
・
文
化
・
防
犯
・
防
災
・
監
査
・
パ
ト
ロ
ー
ル
・
各
種

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
協
力
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
現
在
ま
で
参
加
活

動
し
て
頂
い
た
範
囲
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
希
望
の
役
割
に

登
録
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

十
一
月
末
ま
で
に
、
十
数
名
の
皆
様
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、
会
長
若
し
く
は
お
近
く
の
役

員
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

町
会
書
道
教
室
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
参
加
の
お
願
い 

町
会
の
書
道
教
室
は
、
十
五
年
続
け
て
き
ま
し
た
。
二
年
前 

よ
り
先
生
が
不
在
で
、
現
在
、
七
～
八
名
の
皆
様
が
参
加
さ
れ 

自
由
に
好
き
な
も
の
を
書
い
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

会
費
や
入
会
金
は
不
必
要
で
す
の
で
、
筆
を
持
っ
て
書
道
を 

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

連
絡
先 
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大
久
保
通
り
横
断
歩
道
設
置 

大
久
保
通
り
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
に
、
横
断
歩
道
を
設
置 

す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
し
た
が
、
信
号
と
信
号
の
間
が
短 

か
す
ぎ
る
の
で
、
か
え
っ
て
、
危
険
と
な
る
と
の
判
断
か
ら
、

ご
要
望
に
添
え
ず
却
下
さ
れ
ま
し
た
。 

防
災
関
連 

一
． 

 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
消
火
放
水
訓
練
を
、
十
一
月
十
一

日
（土
）の
午
前
十
時
か
ら
や
な
ぎ
公
園
付
近
で
行
い
ま
し
た
。

高
円
寺
消
防
署
員
三
名
の
指
導
の
も
と
、
二
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

二
． 

今
年
度
は
、
非
常
用
携
帯
ラ
ジ
オ
（
パ
ワ
ー
ラ
ジ
オ
ラ
イ
ト
）
を

購
入
し
、
役
員
全
員
と
各
班
長
に
配
布
す
る
こ
と
が
決
定
し
、

三
十
台
を
購
入
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

ラ
ジ
オ
の
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
班
長
に
は
、
再
配
布
し

ま
す
。 

杉
並
区
町
会
連
合
会
創
立
六
十
周
年
記
念
誌
へ
の
寄
稿 

【
特
色
・
活
動
の
概
況
】 

 
 

境 

禎
一 

会
長 

就
筆 

当
町
会
は
、
昭
和
三
十
八
年
（1

9
6
3

年
）
九
月
に
創
立
し
て
以

来
、
平
成
二
十
五
年
に
五
十
周
年
を
迎
え
て
、
今
年
で
五
十
四
年

目
に
な
り
ま
す
。
町
会
の
地
域
は
、
南
は
、
青
梅
街
道 

西
は
、
環
状
七
号
線 

北
は
、
桃
園
川
緑
道 

東
は
、
天
祖
神
社

前
の
通
り
に
囲
ま
れ
、
杉
並
第
三
小
学
校
を
中
心
と
し
た
静
か
な

住
宅
地
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
世
帯
数
は
、
千
七
百
十
四
世
帯

（
昭
和
二
十
九
年
一
月
一
日
現
在
の
住
民
登
録
数
）
で
す
。
現
在

の
町
会
加
入
世
帯
数
は
、
九
百
八
十
五
世
帯
で
す
。 

町
会
と
併
せ
て
「
高
円
寺
南
一
丁
目
西
防
災
会
」
と
「
高
円
寺
南

一
丁
目
西
防
犯
会
」
組
織
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。 

組
織
構
成
は
、
会
長
、
副
会
長
（
三
名
）
、
理
事
（
七
名
）
、

監
査
（
二
名
）
、
顧
問
（
二
名
）
、
相
談
役
（
二
名
）
で
活
動
し

て
お
り
ま
す
。 

毎
月
「
町
会
便
り
」
を
発
行
し
て
各
戸
に
配
布
し
（
発
行
部
数 

約
千
百
部
）
、
そ
の
他
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

町
会
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
防
災
訓
練
を
兼
ね
て
町
会
の
お

花
見
（
四
月
）
、
防
犯
活
動
を
兼
ね
て
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
（
ク
リ

ー
ン
作
戦
）
を
毎
月
三
回
実
施
、
町
内
全
域
の
駆
虫
剤
散
布
（
七

月
）
、
天
祖
神
社
縁
日
ま
つ
り
（
九
月
）
、
旧
高
円
寺
二
丁
目
祭

礼
会
（
九
月
）
、
震
災
救
援
所
訓
練
（
十
月
）
、
防
災
訓
練
（
都

度
）
、
杉
っ
子
ま
つ
り
（
十
月
）
、
年
末
年
始
夜
警
巡
回
（
十
二

月
二
十
九
日
～
一
月
三
日
）
、
町
内
新
年
会
（
一
月
）
、
昔
遊
び

と
餅
つ
き
会
（
二
月
）
、
蚕
糸
の
森
ま
つ
り
（
三
月
）
に
も
参
加

し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
、
慶
弔
関
係
で
は
、
新
成
人
祝
い
（
一
月
）
、
新
入
学

祝
い
（
四
月
）
、
新
生
児
誕
生
祝
い
（
都
度
）
、
米
寿
・
喜
寿
の

お
祝
い
（
九
月
敬
老
の
日
）
、
ご
逝
去
の
香
典
を
差
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。 

こ
こ
数
年
来
の
検
討
課
題
と
し
て
、
役
員
の
高
齢
化
・
町
会
加

入
の
伸
び
悩
み
・
ご
み
集
積
所
の
モ
ラ
ル
低
下
な
ど
が
悩
み
の
種

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
町
会
在
住
の
若
い
人
た
ち
に
も

町
会
活
動
に
参
加
し
て
貰
う
た
め
、
役
員
の
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
立

ち
上
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 
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杉
並
第
三
小
学
校
学
校
支
援
本
部 

今
年
も
、
十
二
月
九
日
（
土
）
の
二
時
間
目
～
三
時
間
目
に
土

曜
授
業
の
お
手
伝
い
を
行
い
ま
す
。
一
～
二
年
生
は
、
生
活
科
授

業
と
し
て
、
昔
遊
び
＝
折
り
紙
。
三
～
四
年
生
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
と
し
て
、
百
人
一
首
。
五
～
六
年
生
は
、
総
合
的
学
習

授
業
と
し
て
伝
統
文
化
＝
安
土
桃
山
時
代
の
茶
道
体
験
を
行
い
ま

す
。 十

二
月
十
二
日
（
火
）
四
時
間
目
「
百
二
十
五
年
記
念 

杉
三

小
の
歴
史
や
自
然
を
調
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
六
年
生
を
対
象
に

杉
三
小
卒
業
生
の
地
域
の
人
達
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
「
話
し
合

い
の
会
」
を
催
し
ま
す
。 

十
二
月
二
十
三
日
（
土
）
十
時
三
十
分
か
ら
、
「
高
円
寺
ゆ
め

音
楽
祭
」
が
セ
シ
オ
ン
杉
並
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
高
円
寺
地
域
の

小
中
学
生
が
集
ま
っ
て
行
う
音
楽
祭
で
す
。
演
奏
や
合
唱
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。 

 

環
境
衛
生
関
連 

回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
杉
並
清
掃
事
務
所
で
は
、

折
り
畳
み
防
鳥
用
ボ
ッ
ク
ス
の
申
込
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

一
、 

申
し
込
み 

十
二
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
に
、
杉
並
清
掃
事
務
所
宛 

往
復
は
が
き
で 

応
募 

1
6
6
-
0
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杉
並
区
成
田
東
五
―
十
五
―
二
十 

 

電
話 
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二
、 

募
集
要
件 

（
一
） 

五
世
帯
以
上
で
使
用
す
る
ご
み
集
積
所
一

カ
所
に
一
台
設
置
で
き
る
。 

（
二
） 

ご
み
集
積
所
の
状
況
に
よ
り
通
行
の
妨
げ

に
な
る
な
ど
影
響
が
あ
る
場
合
は
不
可
。 

（
三
） 

申
込
み
が
重
複
し
た
場
合
は
無
効
。 

（
四
） 

サ
イ
ズ
は
、
大
（
容
量
七
百
十
ℓ
）
と
小
（
容

量
四
百
八
十
ℓ
）
の
二
種
類 

三
、 

往
復
は
が
き
の
記
載
方
法
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
、
お
近
く
の
町
会
役
員
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

新
成
人
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す 

町
会
で
は
、
一
月
八
日
の
成
人
の
日
に
、 

新
成
人
に
な
ら
れ
る
方
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

該
当
さ
れ
る
方
は
、
十
二
月
二
十
五
日
（
月
）
ま
で
に
、 

お
近
く
の
町
会
役
員
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

 

十
二
月
行
事
日
程 

【
文
化
活
動
】 

書
道
教
室 

一
日(

金)

・
十
五
日
（
金
） 

十
八
時
～ 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

写
経
の
会 

十
二
日
（
火
）
・
二
十
六
日
（
火
） 

十
九
時
～ 

 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

健
康
麻
雀
教
室 

九
日
（
土
）
・
二
十
三
日
（
土
） 

十
時 

 
 
 
 
 
 
 

麻
雀
東
京 

 
 

新
た
に
加
入
さ
れ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
防
災
関
連
】 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
新
規
（
二
基
）
配
備 

十
五
日
（
金
） 

【
イ
ベ
ン
ト
】 

高
円
寺
ゆ
め
音
楽
祭 

二
十
三
日
（
土
） 

十
時
三
十
分 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

セ
シ
オ
ン
杉
並 

【
学
校
支
援
本
部
】 

杉
並
第
三
小
学
校
支
援
本
部
会
・
事
務
局
会
議 

六
日
（
水
） 

十
時
～ 

杉
並
第
三
小
学
校 

土
曜
授
業 

九
日
（
土
） 

杉
並
第
三
小
学
校
屋
上
・
一
階
菜
園
整
備 

十
日
（
日
） 

八
時
～ 

「
杉
三
小
の
歴
史
や
自
然
を
調
べ
よ
う
」
六
年
生
と
の
話
し
合

い 

十
二
日
（
火
） 

【
そ
の
他
】 

防
災
・
町
会
倉
庫
整
理 

三
日
（
日
） 

十
三
時
三
十
分 

朝
日
生
命
倉
庫
集
合 

清
掃
研
修
会 

四
日
（
月
） 

十
四
時
～
十
六
時 

 

 
 
 
 

七
名
参
加 

 
 
 
 

杉
並
清
掃
工
場
会
議
室 

【
パ
ト
ロ
ー
ル
】 

 
 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
と
地
域
清
掃
活
動 

 

 
 
 
 
 
 

二
日
（
土
）
・
十
二
日
（
火
） 

十
六
時
～ 

 
 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル 

二
十
二
日
（
金
）  

十
九
時
～ 

【
年
末
・
年
始
パ
ト
ロ
ー
ル
】 

 

十
二
月
二
十
九
日
（
金
）
・
三
十
日
（
土
）
・
三
十
一
日
（
日
） 

 

一
月
一
日
（
月
）
・
二
日
（
火
）
・
三
日
（
水
） 

 
 

二
十
時
～
二
十
一
時 

や
な
ぎ
公
園
防
災
倉
庫
集
合 

   

ルールを 

守りましょう 


